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２０１９年度 明治大学法科大学院 論文試験問題 

 

【刑事訴訟法】 

 

【問題１】 

 接見交通権の意義を述べた上で、当該被疑事件の「捜査のため必要」がある

場合に接見指定処分が許される理由、及び、いかなる場合に「捜査のため必要」

があるといえるのかを述べなさい。 

 

 

【問題２】 

 Ｘが率いるグループにＶが殺害されたとされる被告事件で、そのグループに

属していたＷが証人として出廷し、「私もＶさんを殺害する謀議の席に連なっ

ていました。その席上Ｘは、①『Ｖは邪魔だよね。そろそろ、この世から消え

てもらおうよ。』②『Ｖの帰宅時間・帰宅経路は既に調査済みであり、殺害に

用いる拳銃も入手完了した。』等と発言していました。」 

 Ｗの法廷供述中のＸの発言➀をＸのＶへの殺意、②をＸが謀議以前に殺害行

為の準備を整えていた事実を証明するために用いる場合、各々に証拠能力を認

め得るか述べなさい。 

 

 

※  解答用紙の記入に際しては、【問題１】、【問題２】と見出しをつけて記

入しなさい。 

 


